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Thiopheneは 1883年V.IMey占rによって粗製

､coal-tarbenzeTle中に爽托 して存在することが発見

されて以来 W.Steinkopfなどの学者によって広汎

串研究が行はれ thiopheneの化学姓がbenzeneに

極り七よく靴 lL･ その誘郡 も ben.zene に劣ら
ぬ,多屈多様性を京 L,視IX環ゐSと,択宗敬の2だ

け少し}ことに因る特Ea･的な例外を除けば, お よそ

benzene から誘導され得る化合物の協同は,すべて

thiophene からも得られることが131られてゐる｡資

源的に見ても coal-tarbenzeneFflには常に .0.1-

06%大雄して屠り現EEでiま硫竣洗場によってbe'nzen.e
から除去され._用途ゐないま｣に,多丑完粟されてい

る状態である｡合成によっても acety1号neをplyrite

(303oC)上に近しく1)或 ま aeetylene と H2S を

9auxite(320oC)又は Ni(OH)2･解堀 (乙3)の上に

通じて好収率.'安.76に得られ る｡ それ に も拘 らず

tllibpheneーの実質的用途に就ては殆んど知られて居

らず,叔凪こ到つ や thiophe占e.誘導体の一石舶'L

antihistamicactivityを有することが発見され宿弟

として利¶されるにとi'まるのみであるO.thiophen9

誘導体の生句作川は.-J12に相当する bcnzcnc･誘導策

のそれと相似であることが多いとされているが,~同時

に叉,その投親風こ含まれる S.の特性に趨司する特

殊11も発現するふ著者等.まthiopheneの用途として,

その halogen 誘導体が殺虫性を有する与同時に‥

その含む S によって殺菌性をIG発現する可丹拙 を予

想し 簡単な thiophen 誘導体数唖を合成L予l'TJ'汀的

にそれらの殺虫性並に殺菌性を放 して若干の知見を得
たのでこ にゝ報告する｡

実 験

合 成

Thf'oL,Tze〝ぞ 和･nのcoal-tarb占dzenqから thio-
pheneの分放くl).

a,石沢 ガ ,.工場に放て紐 h'enzene の琉靖托俵塔

からLLlた助成色相飼な閃洗場を新鮮なうちに熱水を加

-て符訳 し.屯ちに Phヾ arlJOnate の溶液で中和し

て放記すると pb･thiophenesulfonateが沈澱する｡

琉頓沈聴視 1360gガ､ら枇鉛塩 1533g を得た｡乾燥

錯塩を1/4皿の.NII4Clと氾じ珪志 して徐々に舵潤

すれば粗 thiopheneが洞山する｡桁沼を反覆 L bp

83-S50の溜倉を郊める｡ 柑凪ま錯塩に対し 0.1-

0.3% であった｡

b･ 粗 .b三nZePe5Ⅰくgに HgO200g 氷輯 200cc

水 1-･51を加へ盟搾しっ.i1-1･_5hrs･加熱還流する

と thiophenre一mercuric-oxyacetafe及びdiacetate

の白色沈戦を生ずる(61｡原料 benzenc によって典る

が 5Kgの benzeneから 150-350gの沈澱が柑ら

れる｡之を3倍皿の IICl(1:2)を加へて茄潤する

と粗製 thiophcneを1FJる.柿沼を反覆 して bp83-

850の溜分を果ちる｡柑 henzヲne60･3Kg から純
.thiophene_120gを得た,coal-tarbenzeneから分ヽ
灘する場合には常に aZkytithioPhene研例へは a及

び β-meEhyl, d･'meEhyL-,diethyZ-Ehz'ophene等に相

当する河分が少皿得られる｡

sy〝LheL''cE7㍍obhet･e(i),完全iF乾燥 した_Na-suc-

cinate(3mol･)･と新 しく令成 した.P2S3(4mol･)
を bal1-millやよく粉辞況和 したものを,敬托 7テ

スコに入れ CO2気流中に初めは徐 に々,按嫡 して乾
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酔 計る｡収率 28T34プo'｡

I 2-Motto-ChLoy'oEhiopFlene(ⅠⅠ),thiopheneはbenJ

zcnc に比L退かに容易にEPZiEi扱反応が起るので,単に

冷却 しっゝthibpheneに ~C12 を通L'て.mOl10-,

dJ'･及び trl-fhloroLhiopheneの混合物が得られる'67

那.(II)のみを好収率で得るには次の如_(す る｡即

ち thiophenclog,surfuryltchloride17g,absol･
ethcr20gLの混合液に触媒として少畳の AIC13を加

へ怒任し七一夜放置号数 水を加-て水蒸気蒸溜する(7㌧

田山した仙状物を乾燥,精溜 し 未反応 thiophene

の少瓜を回収し,bp130-1330の 2-mono-cilloro-

thiophenc7gを得る｡ 無色の chlorol)enzen-e畢

如 け る硬体である｡収率 .50%｡

2,7-DlcFlloro171iopTLene(Ill),冷thiopheneにC12

を通じて紹られる荘換生成物から (Il)を分雑 L.%-

の抜沼を桁溜Lbp169二1700の溜分をとる0

2,3.5-TTichZorolhlophe71e(lV), 及び 2,3,4,5-

LcLrEZChtoroLhiobheIZe(V)(8㌧ 後述する如く,thioこ

phcnc を含む粗~benzene に喧抜 Iirを加へて,

bcnzcncから分灘 した.2,51dibromo-thiophene(或

はそのILDl溜分でもよい)を氷冷しつLゝ,これに過剰の

claを泡じ,.生成物を alc.KOH で煮沸L alcohdl

を阿収 した田近を水飴し,cther抽Luするこ抽出物を

悶祝して bp206～207｡ め trichiorothiophene及

び up210-2450 の,tetradhlorothiopheneを得る｡

技･ifは冷却すると結晶する｡mi'360,.針状祇品(dil･-

alcoho1-から頂結)｡･生成の率は ⅠⅤ/V-1/10-1/8

●CあったC,

.2-B川 mムLFu'obhene'(VI),thiophene30gを氷酷

150ccに浴 し.冷郷党搾しっ ,ゝ これに Ilr60gを

氷拙･3批 ci=とかtた浴液を徐々に滴下する｡反応

生成物を水洗L ale.'NaOH で暫碍煮兆した乳 水

端銭満潮するム溜出した油状物を精溜すれば bp､1･50?

eJ)の (VI)15gを得るo収率 26%｡ ･

･2,5-Dlbromoih;ophene(VII),thiopheneを冷却-

しっ ,ゝ之に Brを滴下●して.'1.Viくの役,-水洗及び

alkali沈1,tq.し,記に alc.･KOfIで矧Ji:LH点排した筏.

水を加へて韮い油状の文応生成物を分ち,持田する｡.

bp210-2110の溜'}を28%付る｡この場合(ⅤⅠ)及び

(VITI),(Ⅹ),をも可成の笠利生する.或 ま叉 thio-

pheneを爽碓する粗 benzeneを小丑のBrJで処理し.∫
bcnzencを溜去した項憩に就て上と同様に処理く!1Jし

てもよい｡ 11509gの粗 benzeneから(VII)12･73-

(bp207-2100)が得られた｡

I2,3,5-TylbTOmOEhloJhene(VIII),(VII)10gを

冷伸しっ｣.之に一Br7gを滴 FL暫持放還した後.

水洗L.ale.koH と30min.煮沸し, 水蒸気覇

溜ナる｡溜出物を冷却すると淘化するから之をalco一

･31

holから再結する｡柱状結晶,mp･290.bp259-2600

2,3,4,51Telr.ab'bmblFll'ophene(ⅠⅩ), (VIZ)或

はその別生後溜分(bp2200以上)に過剰の Brを加

ぺて 24hrs.冷却して放由 Iib.後匁矧まくVII】)と

同様に行ひ, mpl15⊥116(13,の針状結晶 (al-cohol

から再結).を得る｡ (VIl)を原料と'･したときの収率

は 78%であった｡

Oilachlo;olhlophe71e(Ⅹ), 2llod6thiophene'15)

を chloroforLr!に浴しC12を通ずると斑 しく.HCl

を発生し やがて Ⅰ2●が遊離してくるo反応液を Na

OH で沈ひchloroform眉を分ち乾燥後,治雄を溜

去した環班を･alcoh91から再結して,mp215-2160

のアリズム状結晶を得る｡この物質は 100o FH近で

､歌化し 軒馨 し初め,樟脳故の典を有つ｡収率 65%｡

Thlo♪hene-mono-mercuric-chlpyl.de(ⅩⅠ)･thioI

phene'10去･,etha7101100g,HgC12の冷飽和水溶液

1000g,30% NaAcO 200g を混合して激しく班押

し!数日開放冠すると白色結晶を沈隠するから,これ

を暫晶別 し ま濾液に約2容の水を加へて更に同畳の結晶

を析出させる｡両続晶を合せて水洗し滋塊する｡多Li

の alcohol､と煮沸L.保温唱過を反現 し,沼硬を冷

却 してもはや結晶が析出しなくなみまで抽出するO鮎

晶を多良の ?lcoholから市結Lmp1830(16'tの白銑

状光沢を有つ坂状結晶 20gを得る｡ 収率 61,a./,税分

か揮発性あり1000附近で昇輩し始める｡

r2,2′-Me,cun'C-dl'EhienyL(ⅩII),_■(ⅩⅠ)2･5gを

acetone45ccにとか'L, NaI2.5gの acctoncitl';

液を加へると白色沈澱を生成する｡歎 hrs.放l記乱

NaCl を含む沈被を吸惜し磁場に2容の水を加へて

析出する沈澱を合せ,完全に水洗 してパ 延髄する｡

benzeneから再結し●mp195-1990(17)の結jん1･qg
を得た｡収率 90,96,'iodo-thiopheneか.r)も全く同

校にして (ⅩlI)が得られる｡

来旨虫 試 験 ~

合成によって得た thiophelle及びその誘溶体 (ll

描)の,昆虫に対する苛力の有無を:T,JJ'諒的に験するた

めに;飽 くMisgurnus-a?ilLicaudaLus), アズキ.,.

ウムIy(Callosobrnchuschin.ensL-sL.)の助丸 及び

イエバェ(AluscadomesticaL.)./の成虫を川ひて試畝

を行うた｡本試験;ま大陣の.gl札 屈性の有無を知るの

を日的とし 突放回数も少いので推計学的吟妹;ま行わ

なかった｡

〔A〕 殻的 験:王 idtenoids.o研究.=於て行榊 L

た方法にならって,下記の処方による試放乳化鳩を希

化合物に就て洞製し その 59cc宛を300cc容の三

角現にとり,比茨的均一な墳 (個.'木霊 5g位のもの)

5位遍を試汲夜に投入し,'時間W,=その mortality

を見た,各芸盃計39匹1=哉て得た結果を第1表に元十｡

J､

1
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陀並の出花上.希化令物の名称を省略し次の如き番号

を以て訪壬読する｡合成,投出釈放及び位1才詩モ政を通じ
て共通である｡比杖のため γ-BIIC及び DDTを入

れた｡ .

(I)Lht'oplLeTtC

(ⅠⅠ)2-がOnO-Chloroil'F'oJ･7LC〝C

.(ⅠII)12.5-dl-chZo,othioP/Lene

(IV) 2,3,5-trl'･Chloroth･'o♪FLe〝C .

(V ) 2,3,4.5-tetra-chtorolhz'ophene
(VI) 2-mono-bromothloL,heTle

(VII) 2,5-4i-bromoth,'obhene

(VIII)2.3,5-trL'-bンo血)Ehioi,hello

(二IX) 2･3･4･L5-1eWa-bromoLhl'0♪henて
(Ⅹ ) octLTlChtorolhf'oL･heTTe

(ⅩT).thiobhene-mono"!ercm'cIChZP'ide
(ⅩⅠⅠ) 2-2′-mercm'C-dJ'thl'enyl

(ⅩⅠⅠⅠ)γ-BHC

(Ⅹiv)DDT

Compositionoftestemulsion.

'0.05gof eachtoxicant
lccofacetone.

0.25gofgum･arabic

53ecofdistilledlVater
/

Tablel･Toxicitytestofthiophenederi-
vativcs.Mortalityofloachiri0.1%
ernulsion.. ''

･+indJcatcsset,erereactionofloach.

供棚 の個体凸と.死の判態が約'D]砥ftii･欠くので,-

､vtした械向を和られなかったが,火脚こ放て,mO,FO-,

季 節 18怨

di-hbloge'Jに挽休が7Il性琉く,Lr''-.tet'a-控放射土

弱 くなり,j掛こhalogcnの飽和 したものは宕 しく和

性がなくなることが対生的に雷へよう｡ ClHg-古

人は定性を増し(ⅩⅠ)は hrIC に捌 け る召把 を示

･ した｡

〔B〕 野生アズキ･}'サムS,'の幼虫をユ剛 こ約201空前

後免 内琵 1･5mm長ナ50mrn のd･5ス管に吸現 り,

その弼絹を符な真鎗閏で封じ,.上記 〔A〕と同じ組成

の試験乳化淡中に10秒間浸漬した後供託虫をべ トt)1m∫ ヽ

に移 し 時SEll的に m?rtalityを記録するo各区5回

宛,計 100四前筏に就ての結果は第2表に示す如くで

･ ある｡

Table21.ToxicityoEthiophenederivati-
vesagainsteoWpea-1VeeVil.Mortalityafter
soakingin0.･1% cmulsionfor10sとconds.

'(xxilvI,'134::34IJG5::≡IS3,:汗 王3:::冒 :3::

アズキゾウムS,に対 してLは,di-hよloとenに挽林が田

性恐く.̀弛 こ(ⅩT)は 73fIC.DDTに,まさるi諒性を

示 した｡

〔C〕 イエJII･ゐ如!1こ対する放火拭幹は Camp-
bellの -turnt'ablcmcthod･を改変した染顎及び頗

作法(lS)にようた.即ち音は代飼育の標準 [エ,,'ェの羽

化按 4-5日の均一な成虫を集ち1回に約20四前筏を

■べ トリ.mにとり金網蓋 をしてガラス円笥の下部に固

rnjtL 円･T3'上掛fJ欠の小孔からビr<ツトにとった各化
合物のnTWl'frL;液 (0-.5%)1ccを約20封姥の加圧下に

spraygunで円納 に唄詔する｡(約605cc)｡噴霧柊
丁後怒らに小孔を閑f)'ると兆に円.a-とべ1･tJmとの問

のガラ7.校を引IJlして,供試虫を可i顎に曝す｡このま

'ゝ10mir).放記した後.べ 111)皿を取はづ して供拭虫

35
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を別の容器に移し餌を与-て約300の恒荘宝に-24hr;/

放な した後の致死率を琴察 ヒた?供託虫各区計 100

tzE前筏に就いて得た結果は第3衣の如くであるo

Table.3..TdⅩicity, これによ才もば!hioph'ehe
againstcoTlmOn 及び Cl-,Br一定換体に ー

houseayinsettling はBHC及び DDT程

hm.ilSjt{sf..Ou･tE.%na.ico一 皮｡鯛 的馳 娘 ま期

thiopllenederiv'at., 待出来ないように思はれ
iVeS

るが Ihiophene一g10nO-

cpo.de.ド,a"Lfcrf菅 yhfs･二T:eliC;r憲 濫 ヵミ芸Ib'
o られる0

4.5 殺 首 拭 験 ､､

8･9 一 ､ 親任琴 琴と'Lての有機

5･0 殺菌剤に就て _その効

､0･ カを確認されたものは-

41･1 ､dl･t7H･oca'bama叫 qultl-

3･5 I- ones,imz･da301ines,phe-
1･2 ,,ylme,ICu,y二fOmPOu〝ds,

0 r quatema,y .0mmonl･um

2;L4 ′deLe,gents,Lhluranldi-

1･7 suzfl'des,ChLorophenaLes,
66･5 naphthenales,niLrOS切 /-

35･4 : ;ムgoles,Ipe'chLoro棚-
100 lElyLde'iva如 es･等多位
86.7 L にわたって屈L),有扱化

合物の持有の核或は基と

(satu.ritid) 牧田効力の題係を検索す

る叫は研殺菌剤の創造に当って｢股的な方法となって

いろ｡.thiophene誘導肘こ就ではその殺菌効力に関

する稚LLit.五輪んど見られず,比の分野の化合物を検討

することは興妹ある間道と考-られる｡著者等は前記

12比の ,thioph-ene誇導体に就て柾物病原固持に稲井

子細 に就て主'にスライド試険により.-それらの殺菌効

力を糾験 し,-農軍用殺菌剤としての使月河 徳性を予節

約に検討 した｡-

〔D〕 選 抜拭 験

前記12Eiの化合物た就て,有効なも(?を速攻するた

め,･先づ-虎0.1%の改床の供試液を作製した｡供試

液はすべて水に不軒なので,メノ､-乳鉢で紙粉とt･･

p:漣 を 3.5ccの methanoりこ加温溶解せしめ起ち

に gunlarabic0.05% 及び sodium lauryl.suト

fateO･01% を含む蒸滑水 97-95cF･を加へて乳化

､したものを用ひた｡改革試政(19'は,クロム疏硬で処

理後蒸溜水で拾洗したガラス.スライドを供託液中に

投流して取出し垂直に保持 して下端の薬液を切った筏,

水平に放荘して永分を完全に蒸発せLやたものに稲胡

麻宅枯病菌.(OphloboEus一血 yabeanuslloetKu'1-

36

+ca.0.2/QQ/,干事ca.0.1%,

鮮 ′18t巷

.bayashi)･甘誓黒星病閤 (MacrosL,OYL'um _balat;EOLa

Zhata), (以上2位時局鈴蘭 汁等天に増資)及び稲

熱病筒 (PlricuEm'aoryふaeB'言.etcav.)(相環煎

汁等天に培糞)の培糞後10日前後のものから作った胞

子懸濁液を各スライドに3滴宛滴下 し,大型S/ヤーレ

の湿宝に保持して,-由｡ に 48h'rS,放超した後攻灯

して検良し.由子の発芽率を観察した｡各軍試宙とも

3回反覆試験した結果を第4表に示す｡▲錦胞子の発芽

'率は争試験の数虻が比較的分散しているわで

,A.:.0-20% gtrmi nation

B:21-40% ク

-C ‥無 二60%. IQ,

-∫D :6ユー80% ク . `

E:81γ100% Q/

の5段椙に分けて表示した.I

Table4.Preliminary tests+iLllr)gicidal
.activitiesofthiophenederi vatives･

code l Testfungi

No･ IE7aTlPcSoPzOa"'um l諾 iaueLa'la

Fungicidaleffecti占asfollowlng Order:

A>B->C>p>E

妨4表から.(V),(VIII),I(ⅠⅩ),(ⅩⅠ),(Ⅹ1Ⅰ),
の5化合物に設問効力を認めたので,これらに就いて

丈に0･05%及び0･01%の淡蟹で.上帝と同様にスラ

イド釈放を行ひ約5碁壬の如き結果を得た｡･

節5基壬に見る如く(ⅩⅠ).を除き,0.0ユ% の洩壁で

は全て胞子の発芽が見られt.(ⅩⅠ).･以外には大きな設

革効力を期待し得ない串が判明した｡

〔E〕. ThloL'hene-mo.p.0-meriurtl'C-Chlo,ldc(ⅩⅠ)●

と Phygonの比較試験.

〔D〕に放て効力を認められた (ⅩⅠ)を qul'TZOtZe累

投錯乱 Phygon (2,3-dichEo.roll,4-naphlhoq空;-

none97% 合有の水和剤)と比校しっ 恐ゝ空を下げて
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花芽抑制の限界を調べた｡

Tab185.1iTungicidaltestslViththiophcne

,deril竹tivc.sagainstPiY,'cILtL7Tl'L70TyZaC

Code concent- ',QQ' .Of lenkthof

.No. ratioTl getmin.lttOn gcrmtube

+ 一

十+･一十十十+十

++～++++r

■

++～+十+十十

+I++++

++i++<

controllー＼ l98.3･l+++++<

妨6衣t.=見る如く,両者とも0･001%台が胞子発芽■l
抑制の限界と考-られるが,それ以下の汲碇に就いて

胞子発芽の状態を見るに Phygon-では急速に発芽管

'長の増加が見られるが fhiophene--mono-mとrCILric-

chton'de(ⅩⅠ)では比較的泣かであり繭者の水に対す

る幣解皮に起因するものと推察される｡

tTable6.FungicidalI占st'swithlhiophene-

monomeycurl'C-1Ehtorl'deandPhygon.

_●

学 耶 18怨

- 〔i･〕 Thl'oEhc"e-･･donO-mc'Eu''･C･Chto'ide(ⅩⅠ):の
柾子設問試駿 .

(ⅩD を征子設問剤としてnJひる場合を想定し 水

稲種子上の郡熱病閏に就いて,その効力を試放した｡

'なるべく均一な粒の大きさの水稲柾子(JT.鼠 愛知旭)

を選び1.55Ao,30min.乾熱投T.･fLた後無湖 勺に稲熱病

'm の胞子懸濁液に浸訳した按,.水を切りCaCl2'.上

に屯悦する｡妨7式に議す如き政変ゐ療如 iOO卓畠
/10ccゐ'J.11分で か 空 .6hrs･,出盛した後,桂子を

ビ yセ●ッ'トで取出し 馬鈴苫前汁寒天の車両上に1移 し

t,280で71ヨ問培養した筏,優子から発生した閏の

-発生数を調香した｡猶卜木試験及び窮め水稲発芽に対

する試験に於ては供託液中の alcoholの影響を考鑑

して,分散状態は悪いが alcdholを除いて,直接化

物合を分散させたもめを供試液とした｡叉供試液の低

渋皮では･,調矧 こ際し投入しか 】acte/riaLゐ発生も見

t_られたので之も合せて観窮した｡此校の為 Ust･Zun

(有効成分 6%,Hg.として2･6%以上含有)を位相

I-した｡第7表の結果は23枇宛4組の令計である｡

Table7･Experimentsonseed disinfections

with thz'ophcTle-motto-mCTCTm'C-CZztoTL.deand

Usptun.

〔G〕 水稲梯子の発訊 こ対するB3打｡(ⅩⅠ)を凸罪

として似 口する切分析物生野に対する茄ttLPZの開祖は爪
賓な因子と考へられるので前祝 〔F〕の粒子設問にm

ひた亨犯姥で水稲抜手の死罪に対する駐印を刊 J桁的に粥

験した｡′水稲柾-T･(晶臥 愛知旭)を 280で 24.hrs･

水浸して発芽直前に_ある柾子を前記 〔F⊃討取の喝蟹

の薬液に 100粒/10ccの割合で 28｡に 2重rs･処理

した筏,水洗し べト1)血にF-ゼを敷いて水分保持

させたもの 上ゝに播種Lで!250の定温器に9日間侍

って花井伸長させた後,草丈/発板数を調査し第8黄
の如き結果を悶た｡幾分徒長の傾向が認められたが種

子設問に有効なめ皮では安全性の限界にあるもの~と考

えて盗支ないであらうb
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ャable8.ELrectsofLhf'0Phc〟e-mOnObTmerCWic-
chloTideandUsL,Zunonthegermir)ationof
riceseed.

_0.05-6.5土⊥~■419.2土1.955.4土1.31-:100

?.005 8.2土1.61ll.6士2,285.7土0.95･iqo一二

0.001 7.lil.989.2士2.235._5土1.97･‥10.0

けりトーL′ー~ ･o::1, チ.o土2.017.4土2.056.芦土1.75 ･土oo0.05r8.8土1→7810.1士2.226.1土1.47.′~100

'oiol.8.5土1.4612.4土3.315.7土1.'08･_-羊bo

Conトroll 7.8士ユ∴709.,_5'f2.車車.0-0

捻 ′ 積 7-

Thiophe占e及びその Cl二,Br一誘導体,及びHg二
誘古体uf盃を合成し それらの殺虫性及び投函性を予

節的に群鹸放討Lt='｡その結軋 Cl二,Br-.跨琴体では
昆虫に対する荘性弱く,.且又 halogen蟹換散と苛性

との抑二は況剛性が認めらキーず, 実際的の殺虫効果は

期待山来ない｡然し乍ら Ehz'6phc〝e-m0-merfu,icュ
chtorideは BHC.DDT'に匹敵する毒性を発揮す

ることを知った｡これは単に -HgClの串人による

一Igの荘性のみに因るものでなくthiophe-ne核の影

野もINu;へられ虫としてstomalchpoisonとして考へ

られる有損Fi金剛 ヒ合物が･conta_ctpoisonとして

可成の効力を示すことは興津ある串柄である｡稲熱病

田を対R'tと.した予bHJ'的投首試験の結果はhalogen韓一

沼体の設問力は弱く･ thl'oL'he.ne-monor析e'am'C-
chLo,i'deに比較的大きい設常力のある七と考戻した｡

この Hg誘導体のスライド試験による胞子発芽抑制

の取掛土0･001%台であり.my,go,nの固鎮定のもの

に四放し転子投首試験では 0･01% で完全であり,永

村紐子の発芽に対する薬腎は 0.01%では認めらiげ

CSJ･LM と同様むしろ促進のFl'向を右L,安全性の限

界内に存することを認め得た｡

木研究は武居教授の抑 旨苛のもとに行ったものであ

り,~こiに改進の謝意を表すものである｡軌thio-

phene の分弧ま大阪ガス中央研兜町和英正男氏音川

=郎氏前沢正札氏に負ふ所が大である｡殺虫試験には

甲村昭見 楓̀京照己氏辻岡守君の御助力を得ね 配し
て謝意を美サム-
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Resumd

ThiopheneIChloro-.bromo-Iandmcreuric-
deriVativesofthiopheneweresynthesizedand
theirtoxicitiesweretestedagまinstinsectsand
'Eungi.Preliminaryinsecticidaltestsshowed
theinferiorLinsecliCidalactivitiesofchlorin･
atedandtbrominatedthiophenesandnorelati-
onshipbetweentheヮumberofhalogenstlbsti-
tution andtlletoxicitylVaSObserved･lJut

thiophenemonomercuricchloride wastoxic
agair)stthecommonhouseay inthemistoL
-alcoholic,solution.Izl･:the fungieid今Itests
againstthesporesofthreespeciesofphyto･
pathogenicLut]gi.(Pirict]laria oryzae.
OphiobolusgramlnlS,andMacrosporiumbata-
ticoli),l負veofthesecot叩OundsstioWed some
fungicidaleffectattheconcentrationof0.1per

centas芦howninTable.4ニThen these丘vc

compoundsweretested云gainstP.oryzae at

lowerconcentratioz)S..Thioi)he.nemonomcrcpric
chloridewasfoundtobe eLrectiveatthe
concentrationbelowl0.01 percent･
TheLungiciddalactivityofthiscompollndlV.1S
ther!comparedwith'thatofPhygon(2,3-1dlchlo
ro-i. 4-naphthoqinone,97.per cent).Both
compoundspreventedthesporegermination
ofP.･oryzaeuptotheconc'entration oLOiOu5
percent･Atthe･concentrationbelow O･005per
cer)t,thiophenemonomercuricchlorideappeared
tobeslightlysuperiortoPhygon..Thedisin-
fectionalIeffectof thiop.henemonomercurlc
chlorideagainstthesporesofP･oryzae on
riL:eSeedswascomparedwiththatofUsL･Zun.
Theformershowedalmostasequaleffectas
thelatter.Astheresult-sof exami nations.On
theillmlenCeSOfthiophenemonomercllricchlo-
rideandUsL･tuTIOnriceseedsgerm)inatioJl,
itcametothe-conclusionthatthiophcne.monll
mercuricchloridecouldbe･usedas.a disin一
一fecta'ntwithoutinhibitingthegerminatiodof

riceseeds. .
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